
■投票結果

区分 選挙当日の
有権者数 投票者数 投票率

男 3,963 2,336 58.95%
女 4,094 2,471 60.36%
計 8,057 4,807 59.66%
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■開票結果（候補者別獲得票数）
届け出順 候補者 得票数

１ 内堀まさお 4,362
２ 草野よしあき 414

※無効投票31票

■投票結果
年代別 男 女 計
10代 38.37% 38.27% 38.32%
20代 34.65% 38.46% 36.31%
30代 43.09% 45.59% 44.20%
40代 54.09% 65.84% 59.54%
50代 60.95% 67.41% 64.17%
60代 70.62% 72.54% 71.58%
70代 70.88% 78.37% 74.51%

80代以上 60.93% 42.06% 48.37%
合計 58.95% 60.36% 59.66%

　任期満了に伴う第22回福島県知事選挙が
10月30日に行われ、即日開票されました。
　小野町における投票率は59.66％で、福島
県全体の投票率42.58％を17.08ポイント上回
る投票率となりました。また10月14日から
29日まで行われた期日前投票を利用された方
は2,530人で、投票された方全体の２人に１
人が期日前投票を利用された結果となりまし
た。
　今回の選挙において、選挙事務ならびに棄
権防止のための啓発などにご協力をいただい
た皆さんに対し、紙上より厚くお礼申し上げ
ます。
　なお投票および開票結果については別表の
とおりです。

「 つ ど い の 広 場 」開 催
− 同じ悩みを語り合い、互いに支え合う場 −

☆田村地方基幹相談支援センターから☆
　基幹相談支援センターは、障がいを持つ方やそ
の家族が安心して相談できる場所です。原則毎月
最終金曜日に「つどいの広場」を開催しています。
　障がいなどの知識や情報を分かち合ったり、悩
みを相談したりお互いを支える場です。参加料は
無料となっていますので、ぜひご参加ください。
■日時
　11月25日㊎
　午前10時から午前11時30分まで

■場所
　田村地方基幹相談支援センター
　（田村市船引町北鹿又字沼ノ下121-190）
■対象者
　田村市、三春町、小野町在住の方
■参加料
　無料
■申し込み方法
　電話での申し込み
　田村地方基幹相談支援センター　☎61-5056

■障がい福祉サービス「施設入所支援・短期入所
支援」について

　障がい福祉サービスとは、障がいがあることで
日常生活や社会生活に困難さを感じる方に対し手
助けとなる福祉サービスのことで、障害者総合支
援法に基づいて提供されています。
　そのサービスの一つに「施設入所支援・短期入
所支援」があります。「施設入所支援」は、居住の
場を提供するサービスで、介護を必要とする人に
生活介護など他の障がい福祉サービスと合わせ、
入浴・排せつ・食事・着替えの介助、 食事の提
供、生活などに関する相談・助言・健康管理など
日常生活のサポートを行います。「短期入所支援」
は、在宅で介護を受けている障がいを持つ方が、
家族などの病気や都合などで介護が受けられない
場合に一時的に施設に入所し日常生活全般の介護
や支援を受けることができるサービスです。
　田村地域には、東洋育成園、あぶくま更生園と
２カ所の施設があります。詳しくは、基幹相談支
援センターまでお問い合わせください。

12ONOMACHI  November_2022



11月は「図書・新聞に親しむ月間」です
　今月は小野町の「図書・新聞に親しむ月
間」です。この機会にぜひご来館ください。

読書マラソン完走
樽井心

こ こ は

春さん（小野小
２年）が２回目のゴール
を迎え200冊読破しまし
た。樽井さんにはバッチ
と 記 念 品 が 贈 ら れ ま し
た。

読書マラソンは自分のペースで進められ何
度でも挑戦できます。参加は随時カウンター
にて受け付けています。皆さんの参加をお待
ちしています。

使ってみませんか「読書の記録」

◀読書通帳「おのまち読書の記録」

　読書通帳「おのまち読書の記録」は通帳型の
記録帳にご自身の借りた本を印字するもの
で、現在300人以上の方にご利用いただいて
います。図書館の利用者カードをお持ちの方
ならどなたでも利用できます。読書履歴の管
理にご利用ください。

小野町美術展冬季展

　現在、小野町美術展冬季展（書道・陶芸・
タペストリー部門）への出品を受け付けてい
ます。
　詳しくは、お問い合わせください。
■出品締め切り　11月25日㊎まで
■会期　12月10日㊏から12月18日㊐まで
■観覧料　無料
※ただし新型コロナウイルス感染症の状況に

より予定が変更となる場合があります。

ふ る さ と 文 化 の 館 情 報
問ふるさと文化の館
☎72-2120

図 書 館
L i b r a r y

美 術 館
M u s e u m

小野町消防団秋季検閲式
　令和４年度小野町消防団秋季検閲式が10月16日、小野運動
公園多目的グラウンドで行われ、消防団員約170人が参加し
ました。
　春季検閲式に続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、検閲式の内容や来賓者を限定し、整列の際はソーシャ
ルディスタンスの確保、全員マスク着用、手指消毒・車両消
毒を徹底するなど「新しい生活様式」を取り入れた式典となり、
併せて消防施設機材器具管理優良班表彰が行われました。
　これから火を扱う機会が増え、火災が起こりやすい季節を
迎える前に、車両や装備品などの点検を統監（町長）から受け、
団員の気持ちが引き締まった検閲式となりました。

◀読書通帳「おのまち読書の記録」

　読書通帳「おのまち読書の記録」は通帳型の

樽井心春さん

消防施設機材器具管理優良表彰
（左から５−５班、７−１班）

通常点検の様子

借金の無料相談会 【相談無料・秘密厳守】

　財務省福島財務事務所では、専門相談員が借金を
抱えお悩みの方から家計や借金の状況などを伺い、
アドバイスを行うほか、必要に応じて弁護士などの
専門家に引継ぎを行う相談会を開催します。まずは
一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

●日時：令和５年１月13日㊎午後１時から午後４時
まで

　　　　（原則予約制・予約締切日１月12日）
●会場：須賀川市労働福祉会館　第３会議室
●受付：財務省福島財務事務所　理財課
　　　　☎024-533-0064

（月曜日から金曜日まで　午前８時30分
から午後４時30分まで）
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来て  おのまち住宅取得支援事業
　町では、移住・定住の促進と地域の活性化を図るため、町内に住宅を取得し定住される方を対
象に取得費の一部を補助します。

問い合わせ

１　令和４年４月１日以降に新規取得した住宅の所有者であること
２　補助対象者および同居する世帯員が対象住宅の所在地に住民登録をしていること
３　補助対象者および同居する世帯員に市町村税等の滞納がないこと
４　補助金交付後対象住宅に定住すること

（※対象住宅に２人以上の補助対象者がある場合は、補助金の交付を申請することがで
きるのは、そのうち１人となります。）

補助対象者

移住された方 小野町に
お住まいの方

県外から移住の方は
要件が合えば県補助
金の加算があります。

39歳以下の方が
対象となります。

     移住者住宅取得支援補助事業 若者住宅取得促進補助事業

移住者中古住宅取得支援補助事業 若者中古住宅取得促進補助事業

新築住宅取得  ※建売含む 新築住宅取得  ※建売含む

中古住宅取得 中古住宅取得

基本額 30万円
加算額 ◆移住者年齢要件加算 ※39歳以下 10万円

◆町内業者利用加算 10万円
◆子育て加算 ※町内利用商品券 10万円

基本額 30万円
加算額 ◆町内業者利用加算 10万円

◆子育て加算 ※町内利用商品券 10万円

基本額 15万円
加算額 ◆移住者年齢要件加算 ※39歳以下 10万円

◆子育て加算 ※町内利用商品券 10万円

基本額 15万円
加算額 ◆子育て加算 ※町内利用商品券 10万円

最大
100万円！
＋10万円分の

商品券

企画政策課
☎0247-72-6939／ FAX0247-72-3121
Mail：kikakuseisakuka@town.ono.fukushima.jp

　 福島大学行政政策学類の今西一
男教授と１年生13人が「地域資源の
発見とまちづくり」をテーマとした
調査のため、９月21日に来町しま
した。
　当日は、３班に分かれ、歴史や
風土の保全・継承、移住・定住、
住民の交流について、関係者への
聞き取りや実地調査を行いました。
　調査の結果については、今後取
りまとめを行い、町に報告いただ
く予定となっています。 小野町を調査した福島大学の皆さん

大学生がまちづくり
について調査

※移住者の方については、住宅
金融支援機構の金利優遇措置
フラット35（地域連携型）が利
用できるようになりました。
詳しくはご相談ください。
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・内田　　徹さん（埼玉県滑川町）
・先﨑美恵子さん（福島県田村市）
・藤岡　　昇さん（茨城県ひたちなか市）

・内田菜摘子さん（北海道紋別市）
・佐藤　梨絵さん（兵庫県太子町）

・澤田　明良さん（東京都青梅市）
・森内　聖彦さん（埼玉県さいたま市）

・大野　祥希さん（茨城県土浦市）
・小檜山じゅん子さん（茨城県取手市）　
・竹内美代子さん（岐阜県各務原市）
・辺見　康弘さん（福島県白河市）
・土子　順一さん（宮城県仙台市）

・本間　和磨さん（新潟県燕市）
・森　　芳香さん（宮城県富谷市）
・福田　藍至さん（青森県弘前市）

・鈴木恵一朗さん（神奈川県横浜市）

・関口　尚美さん（福島県郡山市）
・石川　幹人さん（東京都調布市）
・吉田　速雄さん（石川県金沢市）
・高島　祥弘さん（神奈川県横浜市）
・竹内　　宏さん（岐阜県各務原市）

・清水　伸平さん（埼玉県深谷市）
・大中スガ子さん（福岡県小郡市）

・谷本　由佳さん（香川県高松市）

・森　　芳香さん（宮城県富谷市）
・野尻　幸子さん（神奈川県逗子市）
・森内　聖彦さん（埼玉県さいたま市）
・高野　洋子さん（福島県福島市）
・山木　弘行さん（福島県いわき市）

・松本　典宏さん（北海道札幌市）
・大中スガ子さん（福岡県小郡市）

・笠井　　智さん（東京都小金市）
・丸山芙美子さん（富山県魚津市）

小野小町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の寄附状況
　「小野小町ふるさと応援寄附金」にご協力いただき、誠にありがとうございます。
令和４年７月から９月までの「小野小町ふるさと応援寄附金」の寄附状況は次の
とおりです。
　寄附にご協力いただいた皆さんにあらためて厚くお礼申し上げます。

ご寄附
ありがとう
ございます

◆令和 4 年７月から９月までの寄附状況

美しい里山風景を残す　632,000 円

図書・新聞に親しむ環境づくり　119,000 円

○寄附者　281人　　　○寄附額　5,461,000円
○寄附の内訳

子育て環境の向上　2,023,000 円

小野高校の魅力向上　61,000 円

発酵のまちづくり　152,000 円

交 通 弱 者 の 支 援　242,000 円

町 の 事 業 全 般　2,232,000 円

町では、ふるさと納税の返礼品を募集しています。
自社製品をふるさと納税の返礼品にしたい！という方は、ご相談ください。

ふるさと納税の返礼品、募集しています！

問企画政策課　☎72-6939

※寄附者名は、寄附申し込み 
の際に広報紙への氏名などの
掲載について承諾をいただい
た方を記載しています。

¥

・藤野　準己さん（北海道札幌市）
・菊池　孝一さん（神奈川県横須賀市）
・吉田　瑞紀さん（茨城県取手市）
・谷本　美樹さん（香川県高松市）
・中野　耕平さん（埼玉県さいたま市）
・浦邉　　光さん（千葉県千葉市）
・西川美有紀さん（石川県白山市）

・岸本　武士さん（兵庫県加古川市）
・小出　詩織さん（愛知県豊山町）
・齋藤　幸光さん（山形県酒田市）
・片平　浩貴さん（大阪府枚方市）
・吉田　健一さん（埼玉県上尾市）
・細島　真一さん（栃木県鹿沼市）
・郡司　洋一さん（福島県郡山市）

・松本　典宏さん（北海道札幌市）
・高木　陽介さん（埼玉県鴻巣市）
・永井　秀和さん（愛知県名古屋市）
・栗林　宏美さん（千葉県松戸市）
・菅原　英子さん（埼玉県さいたま市）
・郷野　　博さん（長崎県長与町）

・福田　絹代さん（福岡県北九州市）
・増田　理香さん（兵庫県神戸市）
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令和３年度一般会計決算
　一般会計の決算は、歳入が68億1,625万円、歳出が65億7,767万６千円で、翌年度に繰り越
す財源1,740万２千円を差し引いた実質収支は２億2,117万２千円となりました。
　令和３年度は、町の各種計画に基づいて実施した事業のほか、前年度に引き続き新型コロナ
ウイルス感染症対策などに関する事業を実施しました。
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す
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財
政
公
表町税

11億9,600万円
17.5%

依存財源・その他
6,816万８千円 1.0%
依存財源・その他
6,816万８千円 1.0%

繰越金
３億3,492万２千円
4.9%

繰越金
３億3,492万２千円
4.9%

諸収入
4,105万５千円 0.6%
諸収入
4,105万５千円 0.6%

使用料及び手数料
6,894万８千円 1.0%
使用料及び手数料
6,894万８千円 1.0%

繰入金 
1,813万８千円 0.3％
繰入金 
1,813万８千円 0.3％

自主財源・その他
6,746万７千円
 1.0%

自主財源・その他
6,746万７千円
 1.0%

地方交付税
23億8,598万３千円
35.0%

町債
5億5,510万円
8.1%

国庫支出金
11億7,792万円
17.3%

県支出金
５億8,332万５千円
8.6%

地方譲与税
7,481万１千円 1.1%
地方譲与税
7,481万１千円 1.1%

地方消費税交付金
２億4,441万３千円 3.6%
地方消費税交付金
２億4,441万３千円 3.6%

その他
8,108万９千円 1.2%　
その他
8,108万９千円 1.2%　

商工費
9,843万７千円 1.5%
商工費
9,843万７千円 1.5%

民生費
17億4,455万２千円
26.5%

衛生費
7億3,154万９千円
11.1%

総務費
６億6,189万４千円
10.1%

教育費
5億8,802万９千円
8.9%

消防費
３億369万４千円 4.6％
消防費
３億369万４千円 4.6％

土木費
６億7,810万９千円
10.3% 

農林水産業費
６億3,649万６千円
9.7%

公債費
４億9,692万９千円
7.6%

諸支出金
４億5,408万９千円 6.9%
諸支出金
４億5,408万９千円 6.9%

災害復旧費
1億280万9千円 1.6%
災害復旧費
1億280万9千円 1.6%

自主財源
25.3%

依存財源
74.7%

【歳　　入】
◇自主財源・その他

分担金及び負担金（4,364万９千
円）、寄附金（1,493万円）、財産収
入（888万８千円）

◇依存財源・その他
地方特例交付金（4,153万９千円）、
法 人 事 業 税 交 付 金（1,209万2千
円）、株式等譲渡所得割交付金（463
万 ９ 千 円 ）、 配 当 割 交 付 金（438
万８千円）、自動車税環境性能割交
付金（387万７千円）、交通安全対
策特別交付金（100万２千円）、利
子割交付金（63万１千円）

【歳　　出】
◇その他

議会費（8,003万７千円）、労働費
（105万２千円）

町税
11億9,600万円
17.5%

依存財源・その他
6,816万８千円 1.0%
依存財源・その他
6,816万８千円 1.0%

繰越金
３億3,492万２千円
4.9%

繰越金
３億3,492万２千円
4.9%

諸収入
4,105万５千円 0.6%
諸収入
4,105万５千円 0.6%

使用料及び手数料
6,894万８千円 1.0%
使用料及び手数料
6,894万８千円 1.0%

繰入金 
1,813万８千円 0.3％
繰入金 
1,813万８千円 0.3％

自主財源・その他
6,746万７千円
 1.0%

自主財源・その他
6,746万７千円
 1.0%

地方交付税
23億8,598万３千円
35.0%

町債
5億5,510万円
8.1%

国庫支出金
11億7,792万円
17.3%

県支出金
５億8,332万５千円
8.6%

地方譲与税
7,481万１千円 1.1%
地方譲与税
7,481万１千円 1.1%

地方消費税交付金
２億4,441万３千円 3.6%
地方消費税交付金
２億4,441万３千円 3.6%

その他
8,108万９千円 1.2%　
その他
8,108万９千円 1.2%　

商工費
9,843万７千円 1.5%
商工費
9,843万７千円 1.5%

民生費
17億4,455万２千円
26.5%

衛生費
7億3,154万９千円
11.1%

総務費
６億6,189万４千円
10.1%

教育費
5億8,802万９千円
8.9%

消防費
３億369万４千円 4.6％
消防費
３億369万４千円 4.6％

土木費
６億7,810万９千円
10.3% 

農林水産業費
６億3,649万６千円
9.7%

公債費
４億9,692万９千円
7.6%

諸支出金
４億5,408万９千円 6.9%
諸支出金
４億5,408万９千円 6.9%

災害復旧費
1億280万9千円 1.6%
災害復旧費
1億280万9千円 1.6%

自主財源
25.3%

依存財源
74.7%

一般会計　歳出65億7,767万6千円

一般会計　歳入68億1,625万円

■町民１人当たりの歳出内訳
　（令和４年３月31日現在　9,081人）　      （単位：円）

議 会 費 8,814 土 木 費 74,673
総 務 費 72,888 消 防 費 33,443
民 生 費 192,110 教 育 費 64,754
衛 生 費 80,558 災害復旧費 11,321
労 働 費 116 公 債 費 54,722
農林水産業費 70,091 諸支出金 50,004
商 工 費 10,840 計 724,334

■町民１人当たりの町税の負担
　　　　　　　　　　　　   （単位：円）

町 民 税 45,359
固 定 資 産 税 72,061
軽 自 動 車 税 4,202
町 た ば こ 税 10,080
入 湯 税 2

計 131,704



17 ONOMACHI  November_2022

■令和３年度に取り組んだ主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          （単位：千円）

事　業　名 事業費

認定こども園整備事業 295,222

林業専用道整備事業（測量設計、工事、補償）　※繰越事業含む 139,826

子育て世帯への臨時特別給付金給付事業 130,111

農林業振興事業（産地生産基盤パワーアップ事業）補助金　※繰越事業 104,572

現年・過年災公共土木施設災害復旧事業（令和元年台風第19号関連）　※繰越事業含む 102,809

農用地集積・基盤整備推進事業　※繰越事業含む 95,144

都市公園事業（あぶくま球場改修設計、照明設備改修工事、園路外補修工事） 93,895

新型コロナウイルスワクチン接種対策事業　※繰越事業含む 93,789

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業 81,547

百目木・堀切線整備事業 79,116

有機性廃棄物リサイクル推進施設整備事業 72,060

文化の館管理運営事業（改修工事（第３期）、衛生環境設備改修工事） 51,117

小学校管理事業（小野小トイレ改修工事、小野小蛇口等自動水栓購入、電子黒板映写兼用黒
板等購入）　※繰越事業含む 44,002

多目的研修集会施設管理事業（衛生環境設備改修工事、大ホール空調設備設置工事、壁紙修
繕工事）　※繰越事業含む 35,337

応援商品券支給事業　※繰越事業 31,039

企業連携推進事業（小野第二工業用地西側法面復旧工事）　※繰越事業 29,901

ふくしま森林再生事業　※繰越事業含む 28,866

水田農業振興事業（水稲農家支援特別給付金） 22,308

体育施設管理運営事業（町民体育館衛生環境設備改修工事） 14,953

（追加対応）事業継続緊急支援給付金事業 14,284

雇用維持継続等事業所支援給付金事業 12,220

有害鳥獣対策事業（イノシシ被害防止総合対策実証事業） 11,985

プレミアム付商品券発行事業 11,658

　町は行政執行のために必要な土地・建物・物品・債券などの財産を所有していますが、その取得・管理
および処分については、条例や規則に基づき適切な事務執行に努めています。

■財産の状況（令和３年度末）
区　分 数量・金額

土 地 3,262,346㎡
建 物 70,191㎡
立 木 436,742㎥
車 両 48台
有 価 証 券 な ど 6,200千円
出資による権利 344,056千円
基 金（ 現 金 ） 4,152,690千円
基 金（ 動 産 ） ５頭

財産の状況

■町債および一時借入金の状況（令和３年度末）
（単位：千円）

区　分 金　額
町債（借金） 5,665,843
一 時 借 入 金 0

町民１人当たりの町債（借金） 624

　町債とは、町が大きな事業をするために借り入れるお金です。
　令和３年度は、過疎対策事業（３億6,770万円）、緊急防災・
減災事業（830万円）、令和元年台風第19号や令和３年２月発注
福島県沖地震に係る災害復旧事業（2,320万円）などのため、借
り入れを行いました。

町債とは？



■健全化判断比率

項　目 説　明 小野町
（％）

早期健全化
基準

（％）

財政再生
基準

（％）

① 実 質 赤 字 比 率 一般会計等を対象とした実質的な赤字の標準財
政規模に対する割合です ― 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 全会計の実質的な赤字の標準財政規模に対する
割合です ― 20.0 30.0

③実質公債費比率 一般会計等が実質的に負担する公債費の標準財
政規模に対する割合です 4.5 25.0 35.0

④ 将 来 負 担 比 率 地方債の残高をはじめ、一般会計等が将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規模に対する割合です ― 350.0

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため「―」で表示しています。
※将来負担比率は、充当可能財源が将来負担額を上回るため「―」で表示しています。

健全化判断比率および資金不足比率の公表
　健全化判断比率、資金不足比率とも国の基準を下回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。

■資金不足比率

項　目 説　明 小野町
（％）

経営健全化
基準

（％）
水道事業会計 公営企業会計の資金不足額の事業規模に

対する割合です
― 20.0

浄化槽整備推進事業特別会計 ― 20.0
※資金不足額がないため「―」で表示しています。

早期健全化基準
　財政健全化法で規定された実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率のい
ずれかで基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な財政健全化が求められます。
財政再生基準
　自治体財政健全化法で規定された実質赤字比率・連結実質赤字比率・実質公債費比率のいずれかで
基準値を超えた場合、財政再生団体として、国などの管理下で計画的に財政の健全化が図られます。
経営健全化基準
　公営企業を経営する地方公共団体は、毎年度、公営企業会計ごとに資金不足比率（資金の不足額の
事業規模に対する比率）を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表しなければならないとさ
れています。資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければ
なりません。

■特別会計決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：千円）
会　計 収入済額 支出済額 差引

☆水道事業会計（資本的収支）の
不足する額は、損益勘定留保
資金（※）などで補てんしてい
ます。
※収益的収支の費用のうち、

現金の支出を必要としない
費用（減価償却費など）を留
保資金として資金的収支の
財源に充てるものです。

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1,262,240 1,175,792 86,448
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 117,191 116,445 745
介 護 保 険 特 別 会 計 1,473,552 1,326,248 147,304
浄化槽整備推進事業特別会計 69,557 66,041 3,517
文化・体育振興基金特別会計 2,866 2,448 418
水道事業会計（収益的収支） 165,264 155,413 9,851
水道事業会計（資本的収支） 55,711 98,387 △42,676 ☆

令和３年度特別会計決算
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令和４年度上半期の財政状況

■一般会計歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       （単位：千円）

区　分 当初予算額 補正予算額
（９月まで） 予算額計 繰越事業費

繰越財源充当額 累計 ９月末現在
収入済額

収入率
（％）

1 町 税 1,171,658 12,427 1,184,085 0 1,184,085 679,688 57.4
2 地 方 譲 与 税 68,108 0 68,108 0 68,108 26,241 38.5
3 利 子 割 交 付 金 562 0 562 0 562 185 32.9
4 配 当 割 交 付 金 3,358 0 3,358 0 3,358 690 20.5
5 株式等譲渡所得割交付金 1,800 0 1,800 0 1,800 0 0.0
6 法人事業税交付金 9,824 0 9,824 0 9,824 8,842 90.0
7 地方消費税交付金 231,520 0 231,520 0 231,520 129,868 56.1
8 自動車税環境性能割交付金 3,025 0 3,025 0 3,025 1,283 42.4
9 地 方 特 例 交 付 金 5,718 △708 5,010 0 5,010 5,010 100.0

10 地 方 交 付 税 2,081,427 114,668 2,196,095 0 2,196,095 1,577,315 71.8
11 交通安全対策特別交付金 926 0 926 0 926 506 54.6
12 分担金及び負担金 1,336 0 1,336 0 1,336 477 35.7
13 使用料及び手数料 69,023 273 69,296 0 69,296 34,746 50.1
14 国 庫 支 出 金 527,606 132,295 659,901 53,642 713,543 64,000 9.0
15 県 支 出 金 463,868 11,541 475,409 0 475,409 51,654 10.9
16 財 産 収 入 9,053 0 9,053 0 9,053 2,556 28.2
17 寄 附 金 15,401 352 15,753 0 15,753 5,497 34.9
18 繰 入 金 405,319 △164,099 241,220 0 241,220 0 0.0
19 繰 越 金 50,000 171,172 221,172 0 221,172 221,172 100.0
20 諸 収 入 32,168 18,933 51,101 17,402 68,503 5,890 8.6
21 町 債 501,300 △43,188 458,112 0 458,112 0 0

歳入合計 5,653,000 253,665 5,906,665 71,044 5,977,709 2,815,620 47.1

■一般会計歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               （単位：千円）

区分 当初予算額 補正予算額
（９月まで） 予算額計 繰越事業費

繰越額
予備費支出

および流用増減 累計 ９月末現在
支出済額

支出率
（％）

1 議 会 費 83,078 0 83,078 0 800 83,878 41,332 49.3
2 総 務 費 854,254 16,405 870,659 2,733 0 873,392 252,668 28.9
3 民 生 費 1,336,591 38,781 1,375,372 20,171 29 1,395,572 420,289 30.1
4 衛 生 費 830,526 40,068 870,594 7,500 2,000 880,094 211,710 24.1
5 労 働 費 2,395 0 2,395 0 0 2,395 1,323 55.2
6 農 林 水 産 業 費 420,451 8,415 428,866 40,640 0 469,506 69,570 14.8
7 商 工 費 61,472 55,848 117,320 0 0 117,320 88,126 75.1
8 土 木 費 547,775 47,500 595,275 0 0 595,275 141,527 23.8
9 消 防 費 282,408 4,132 286,540 0 0 286,540 176,177 61.5

10 教 育 費 593,449 42,516 635,965 0 2,425 638,390 244,599 38.3
11 災 害 復 旧 費 142 0 142 0 0 142 20 14.1
12 公 債 費 532,738 0 532,738 0 0 532,738 269,810 50.6
13 諸 支 出 金 77,721 0 77,721 0 0 77,721 50,000 64.3
14 予 備 費 30,000 0 30,000 0 △5,254 24,746 0 0.0

歳出合計 5,653,000 253,665 5,906,665 71,044 0 5,977,709 1,967,151 32.9

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　     （単位：千円）

区　分 当初予算額 補正予算額
（９月まで）

繰越事業
繰越額 累計 歳入 歳出

９月末現在収入済額 収入率（％） ９月末現在支出済額 支出率（％）
国民健康保険特別会計 1,145,981 11,557 0 1,157,538 502,015 43.4 433,900 37.5
後期高齢者医療特別会計 117,104 745 0 117,849 38,125 32.4 36,606 31.1
介 護 保 険 特 別 会 計 1,430,843 74,451 0 1,505,294 755,544 50.2 510,737 33.9
浄化槽整備推進事業特別会計 76,197 311 0 76,508 16,414 21.5 27,207 35.6
文 化 ・ 体 育 振 興 基 金 特 別 会 計 2,133 418 0 2,551 2,468 96.7 1,470 57.6

■水道事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

区　分 当初予算額 補正予算額
（９月まで） 累計 歳入 歳出

９月末現在収入済額 収入率（％） ９月末現在支出済額 支出率（％）
収益的収入 166,029 0 166,029 65,322 39.3
収益的支出 161,383 0 161,383 26,824 16.6
資本的収入 63,030 0 63,030 21,935 34,8
資本的支出 136,079 0 136,079 16,359 12.0

　令和４年度当初予算の状況については、広報「おのまち」４月号でお知らせしましたが、その後の補正の
状況と上半期（４月１日から９月30日まで）における支出の状況についてお知らせします。
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